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ケネデイ政権の対アフリカ広報外交

「教脊外交J を fY~ として一一一

.I)~ ll:l 俊介

京都コミd子大学院 人！日j域坑学研究科 共＇＂・人！日 j学専攻

干606-8501 京都市左京阪古郎二本松町

要旨本fjはi ジョン F －ケネデイ（！引7-63）政協の丈化や芸術I 救nなと.（／）交流を辿Lア
メリカに対するJ!J！併を仰るための外交政策 広報外交に焦点を当てる ｜五陥為政治においてJI¥!l:!I主を

Ji'IL. ゾ迎もお初力を行使しつつあったアフリカに対し アメリカはこの外交をi曲しどのようにi当

IW’Hに組み込もうとしたかということを 切っ；＇o<f•受け入れや現地での救背後助などを行う f救'1'1外

交jというli.llJから切らかにするものである

この政怖の対アフリカ政n外交は ｜司it'l'i救古 文化日jに代Jとされる政府機｜部！と様々 なゴii改附ア
クターとが協力して行われた ケネディ政権は 教育外交を人的資加のll~JlC という f開発投U))J と

いうu白からだけではなく 将来のリーダーとなる伺＂；＇olf:たちのアメリカ イメージの改持のため
の「位、日i外交」という悦＇！.（からも見てお＇ J. アフリカ諸問の間側へのl［；り込みのためのWUJn0な相t

rn tとしてこの政策を尖1'iしていった

l はじめに

近年冷戦史研究において 軍事や政治と言っ

たハード パワー的姿索とは呉なるl 「文fヒ冷ij!'<J

という視fl］からのliJf究が踏んになっている 米ソ

は軍司L 政治経消fl~i/Ji様だけでなく 世界中の

人々の「心jの瑞it≪＜を巡り，文化や芸術教育。
ライフスタイルなど徐々な舞台で争ったという椛

点だ i't；ιこUHは 「地域相会や校、民生活。あ
るいは人々の知的創造的iMUJの中で より包括

的な冷戦i型を柿くことを可能にするjと：i＇践し

文化冷＇I史研究の泣義を切らかにしているい

このような文化！教育！芸術等の交流，的平fl伝

達などを述し世界の人々の心を捌むために行わ

れる外交を。「広報外交」という この外交に

よる戦いは1 ソ述の指導者ヨシ7・スタ リン

(1878 1953）の死後，激しくなった彼の後を

lli'いだ指導者であるゲオルギー・マレンコ 7

(1902 1988）やレオニ ドフルシチョ 7

(1894 1971）らは，スターリンが主に取った強硬

対立路線からの転換をll!lIJ。文化。教育などの交

流を通しソ述の「心Jのヘゲモニーを構築するこ
とで沿終的な冷戦の勝手1）を目指そうとする「文化

攻勢Jをi:l:l卦けはじめたのである アメリカも，
ドワイト・アイゼンハワー（1890 l 969）大統叙

のもと？アメリカ・ソ迎時覧会の相1l.lliJ iii<. 
「キ yチン論争jに代表されるように 広報外交，

特に交流Zjl:業を強化した

このような状況下で。 1961年にχ統~ff！に就任

したのがケネディである 史上iii'<f'.j;の大統領で

あった彼は 新lifl記者として活動していたことも

あり。政治におけるメディアの重姿位を知ってお

り。選挙戦時に穴々的な宣伝や新聞社の貨収など

を行い1 その知識を実践していた また。彼は卒

業論文後に単者として出版された n＇悶はなぜ
II民ったかj，そして 1961年の一般教注減説の＇ I＂で

「！止論Jと「公共の利雄JのlllJに存在するギャッ
プについて述べるなど！世論のill要性も同時にiii'.、

識していたと言えよう かつ！この↓刻化、は悶｜人jの

みに溜まらず 泊トの聞論に対しでも向けられて
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いたことが先行研究により明らかにされている，，

一方で，このように世論に強い関心を持ってい

たケネデイのネいる政権がどのように海外の世論

を獲得しようとしたかという広報外交に｜到す一る研

究は！主としてこの外交を担ったアメリカ広報・

文化交流庁（UnitedStales Information Agency，以

下 USIA）長官エドワード・立マロー（1908-

1965）と国務省教育ー文化問の長フイリァプ

H クームズ（1915-2006）に関するliJf究l USIA 

の通！と！ベル＇）ン，キューパ危機なと慨）jljの事件

に対する各機関の関わりなど，紺iかいトピックに

WIまり＇＇，それ以前の冷戦期の穴統領 l ハリ－

s・ トルーマン（1884寸972）やアイゼンハワー
JUJに比べれば少ないのが現状である しかしこ

の時代はソ述を中心とする共産主義勢力が広報外

交を全世界的に行っていた附代であり，この脅威！

それに対jjける必裟七！を認I践していたケネデイ政

椛の対応を研究することは主主主であるといえよう

本jj;:jでは この広報ケトうどのお）~！池島日を「アフリ

カjに設定する 77リカは四側諸民｜の制作民地支

配を受けていた地域であり。もともと~：i'illlや念

クロムなとず鉱物¥'ti)fj（の供給地として並立l'.であった

が， 1950年代半ば以降多数の｜主i家が独立，図述
に加ill見したことで！ア7＇）カ符j主｜が総会における

-w：を持った特に， I 960 !Joには一気に 17ケ｜羽
が独立したことによって，西側諸問が数にものを

言わせ王導権を握ることが多かった総会が。 77

＇！カ諸問の立ち位置により決議の成後が友右され

てしまう事！Lqに1:61ってしまったさらに＇ 1961年

には，資源的 政治的に非常に丞＂＂であった南ア

フリカ共和i主｜がイギリス連邦から1見返している

このように ケネデイ政j：が誕生する 60年代初

頭までにアフリカでは様々な変化が起き！悶際政

治の舞台における77リカ諸国の震要性が憎し始

めていた

さらに ソ述や中岡と言った東側諸l主iもアフリ

カ訪問の重姿性に気つ守いていた 特に，ソ述はス

ターリンの死後77＇）カへの支援を活発化させる

だけでなく。ソ述の文化技術の宣伝，日l由経
済モデル」という資本主義とは呉なる発展の道筋

を示すなと＼ソiiliの先進性や%£力を示すことによ

りアフリカ諮問を自陣営に近づけようとする。一

述の広報外交を展開していた，，

このような特に大統領に就任したケネデイは

議員時代から佼重なる「第三世界」 京間阿陣営

に成さない地域への言及を行っていた 彼は！ア

ルジエリアの独戎を阻止しようと行動するフラン

スを非縦するために 1957!Joに行った「アルジエ

リア演説jに代表されるように，西側諸国の植民

地政策への批刊を繰り返しナショナリズムへの

理解や脱植民地化への支援を主張していた また

共和党穴統領候補のリチヤードニクソン

(1913-94）と争った 1960年の火統領選でも ケ

ネデイはソ連のアフリカへの干渉の拡穴に対する

対抗という外交的視野と国内における公民権逆効

への対処 77リカ系アメリカ人の諜取り込みと

いう内的視点河方から77リカへの強い｜均心を示

しI 関与を強める姿勢を示した このようにアフ

リカに対し強い関心を示した＂統領は！ケネデイ

以前ーには存在しなかった

このような背妖を持っていたケネディ政権の対

77リカ外交は 近年研究が盛んに行われている

テー？である，， しかし 先ほと述べたようなソ

迎の行う広報外交におoJL，ケネデイ政1訪、とのよ

うに対抗しようとしたかをW(JYJする研究は見当た

らない従って本研究はこのような研究の不足

を坦lめられ またグローパルかつ広範な分野にお

いて｜品iわれた冷戦の新たな側聞を明らかにできる
ものであると言えよう

そして，本稿では広報外交のうち，特に教育と

いう要素をmいた外交，「教育外交J'＇＇に焦点を当
てる さ詰i時 アフリカ認閣は凶家建設のための人

材を必望書としており。人材育成の教育制度の援備

は急務であったゆえI 支援を必要としていた ソ

述はこれに注目し，「民族友好：こ学」に代表され

る教育機関を作りソ述に77リカを含む全世界か

ら官学生を受け入れたほか， 771）カ諸凶とのこ

医lliiJ協定に法づくソ述人数Hiliの派遣，学校，図l!i'

館の建設などを現地で行うtjlを過し自医lの絞i斉

モデルや文化をt世示しようとしていた

一方。米国教育厚生省のレポート，ケネデイ

政権の悶家安全保際問題担当副アドバイザーで

あったウォルト W・ ロストウ（19162003）の

著書などからはI 米政府は既にソiiliの!f9Jきに気づ
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き。対ii'Gする必嬰があると考えていたことを読み

取ることができる そして？っと陪、に国際lifl発庁

(Agency for International Development，以｝ご AID)

［止。ケネデイが~rum を行っていた！960ifol2 月に

緩助政策の一環として教育援助を進めるように進

言しており かつケ不デイ自身も 1961！ドIi'J 30 
日に行った一般敦也淡説の1[1で対外終日IJ；における

教育の姿おを:ill:悦するよう王政した これらから

も ケネデイ政権は外交における「救nJという
宏一おを認識していたと考えることができょう

しかし このような対アフリカ教j'j＇緩肋外交を

「広報外交jというf! ＂·~川、ら仰った先行研究はほ

ぼ存tEしないだが教育は先ほど述べたアフ

リカにおけるニーズのおまりの他にも l 子ともか

ら大人に＇＂－るまで多 j;f（な！f'.ftの人々のf耐iii前倒の形

成に大きなしW!'fを与えるものというtf:1q，でlTI嬰で

あり？広報外交を理解するうえで欠かすことので

きないテ マであると日えよう

本稿では，以Jのような研究状況を締まえ ケ

ネデイ政権の対771｝カ数字f援助外交を公文書を

mい広幸dト交という汎山からお4えなおすことで
冷戦の新たなー側jjjjを示す そのため まずこの

政権がどの様な体制jで教育をIHし、た広報外交を行

おうとしたか この活動を：Ui主することになった

救脊文化問とその長ク ムスについて述べる

その後，尖際にどのような政策が行われたのかを，

アフリカ1見地での活動とアメリカi主｜内への留学生

受け入れという肱iい＇・凶外での活動に分けて考察

し救j'j＇をJI]いた外交がljl.なる；互助的性格だけで

なく。イメージ改；＇［［.による長期的なアフリカ訪問

のpgj!羽へのJ[i(I）込みという広報外交七iを持ってい

たことを f~j らかにしたい

2. ケネデイ政権の教育外交体制i構築

本Ji'tーでは白ケネデイ政！!tiの教育外交体制lがとごの
ように俄築されていったか1 この外交を：i:i草する

ことになった教育 文化問がとのような理念のも

とに 1961,,, に混生したのか，そしてそのよミター

ムズのもとどのような政策を志向していったのか

を確認、していく そうして。ケネデイ政権の対7

7リカ教脊外交政策の尖態を解明するための足掛

かりとしたし、

2-1. 教膏・文化局の理念とケームス

第二次1世界大戦後 アメリカと他国との文化・

教育に｜期わる交流事業は 他隠！との交流による相

互理解の促進という理念を:ill:倒した「7ルブライ

ト法Jの制定に尽力し 一方的なプロパガンダに
交流ιJi~：を合められたくなかったジェームズーブ

ルフライト（19051995）よ係議Hの泣I向もあり。

政l/J'il主将の広報機関の USIAではなく， i主It完全fに

よってmわれることになっていた そしてl ケネ
ディ政権が誕生した 1961年 凶務省内にこの交

流事梁を般う組織教育・丈化問が誕生した こ

こではまず この間の設拡を tY長した！＂＇！務長’ r;r
fィーン ラスヲ（19C9-1994）の発言を参Jmし

ながら 同の設慣に込められた~11念とその公にお

任したクームズについて見ていく

ラスクは 大統領に対しケネディ自身が一枚数

ill'仮説で述べたように「'li'iキll，文化数千f活動が

低開発医！の発展を助けることができ かっ者いi止

代が！U：界平和のi毛開j的な1.~v札をffることを可能に

させるjことを述べつつI 現状パラパラに行われ

ている教育外交活動に対する解決案を提示した

まず 制lit＆再編と活動のjlf分自己は~~！i＇.の 1沫趨でな

く， :ill:嬰なのはすべての機関に対するl列硲な指示

を与えることであると述べた 次に。これらの活

動は外交に涼い！；l;;/'fを及ぼすので。｜主IJ':iJ'i'i'が政策

の；liU並， 1[1心となるべきだと述べた故後に，人

民のスム スな自己mのため，祈設された「教育
文化問題初当医｜務次官者HJに適切な人物，ターム

ズをi泣くように〆！とめた7 では，なぜこの人物を

ラスクはJIUぼしたのだろうか
このJff;JJ!)I持の1[1.（.、にいたのは。ラスデと!ill］務次

官補チェスター ボウルズ（190卜1986）である

まず，クームズはボウルズの経済アドハイザーを

1949づ0年の!iii務めていた タームズは自身を

「＊ウルズ マン」とl呼ぶほど．彼と殺しく考え

もよく似ていたとされる その関係は 50年代を

通して続いていたがそんな1[1，ボウルズが選常

戦1［：の功紋を認められ ケネデイ政権の殴務次官

補に任命されることになった またl タームスは

フォード！日間で働いていたが。 1c;J11,1・m1にラスクは
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ロックブエラー財団の理事長として働いており，

クームズの仕事ぶりをすでに知っていた 悶務省

の要職に就いた二人と，タームズはすでに親交を

拍fっていたことカ叩ヲjえる ラスクとボウルズ古雪国

務劣内のポストを決める際！タームスの話題がJ二
がった ボウルズはタームズを新たに創設される

教育文化局のトップに推薦し＇ i封書的にラスク

はそれを受け入れた

ただ，この三者IHJの親交だけが彼の任命の原肱l

になったわけではない彼は 1951年から 2年！日j

トルーマン政権の資源政策委員会に属し政府での

ifH：を悩んだほか， 1952年から 60年までフォー

ドJ!jf引で教育1m巡ファンドのディレクターとして
勤務しており I そこで様々な教育者と関わること

でより救ffに附する知識，関心を深めたと本人が

述べている またI 数年間彼はインド， トルコ政

府の数行政策に対するアドパイ吋ーとしても活動

しており 対外的な教育発展のためのi1r;!fu1にも従

事していた＂＇ そして，ケネデイの選挙戦•I• も彼

は民主党全国委l司会の•I• でi主fl!;J救Ti改革をユ＇.ij）ーす

るなど．教育政策に｜関わったという災紅｛があった

これらの経験と｜主IJJil"Iトップニ人との級交！そし

てケネディ自身の教育・文化外交への関心の強さ

から，彼はこのポストにふさわしいとみなされ！

北目立されたのだ＂ そしてI 彼は 1961年にこの

ポストに正式に就任した

このように。教育 文化局は後ii主凶の発段援助

に箔与し，平和の長j間l的な基礎を｛午るために役lL
つとされた文化・救脊交流活動に対L，一括して

指示を与えるために間務省内に設i泣きれた機｜却で
あった そしてI その長には，図務省のトップ二

人と親交があり I かつ教育問題に以前から深く関

わりをj'!J'っていた人物，ク ムズが抜f認された

では，このような理念を持ち，教育に非常に関心

の）ti＼い人物を長に据えたこの組織は，どの械に組

織作りがなされ，いかなる政策を志向していたの

だろうか

2-2. 7ームスによる組織作りと全般的な政策

の志向

タームズは 正式に着任するl)ijの 1960'1'12月！

ボウルズの：法務でワシントンに来ており＇ 2週間

にわたって徐々な役類を読み， USIAの人員を含

む様々な人とI師会L，自分の新たな仕事に対して
WJ待を膨らませていた しかし笑僚に着任して
みると，彼はさまさまなプログラムが朝日分化され

た組織によって行われている現状！そしてこれに

対する統括的ではっきりした政調ム戦略がないこ

とに慨然とした彼はまず。統一的な教育外交政

策に対する統括的なコンセプトを作ろうとし。

1961年 1月4日にボウルズ。ラスクに改善案を

記した「米外交関係における教育の役割J(The 
Role of Education in American Foreign立elations）と

いう報告書を提出している この中で，彼は「教

育J とは人や文化の交流，技術支援，話~jトの開発！

外j調liJf究なと様々なものを合むIt；ぃff：同のもので

あり，「文化Jは「救宵jの純略にあると捉えて
おり。政府だけでなく私的機測もこれに｜刻わるこ

とが想定されていた＇＂＇

そしてI これに呼応、していたかどうかはわから

ないが！様々な機関がレポートを送ってきたり，

また！日卜JIがその年次レポートで教育外交に対する

考えを表明したりするなとしていたまず。

フォードl!JI〕1がil1iI主｜務長官クリスチャン・ハー

ター（1895-1966）の求めで設立した「六学・匡i
｜疑問題委只会」 lι 国際問題は外交官や兵士だけ
でなく＇ Jnl立やビジネスマン！労働者I 経済学者

など様々な人によっても動かされていることをYil<

潤したうえで。それらの人材を育てうる「火学J
を新興独立闘が経済成長のために求めているとし

アメリカの穴学がその建設や発展を有liDJJする主導

的役割を担うように主張した カーネギ財狩1も
問機に！アメリカの大学の役割のおよχを60年の

if' ( ＇レポートで主 Yl；している また，医i際教育機
構（Instituteof International Edu四tion，以下 IIE)

は， 61年 l月の大統領あてのレボ トで，単に

経済！社会的援D!Jだけでなく！教育への援助が途

上｜司で'illまれていることを先進国が気付いていな

いと批判している このように，総々な機関がそ

れぞれの考えを持ちつつ，対外的に教育外交を推

進する必'i\1•11を認識していたことがうかがえる＇＂

そして，その外交を控！う局の交に就任したクーム

スは， USIAやAID. 医i防総会i，平和部隊、などの

政府機関や他のプログラムに加え。私的機関も合
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めが!Cf；目することが求められた

そのような任務を背負った教育ー文化局は，お

よそ 300人のスタッ7から成り3よっていた 彼ら

は様々 な情報。臣｜降、会議 政j自の様々な喪主思の波

に飲み込まれていた 彼らの初めの任J飢えまず
現在のアメリカの文化教育外交プログラムを；巴

援しそれらを統J司令する政策を設定すること そ
して政策｜ヨ燃をはっきりとさせることであった

そのために 政府と私的機関。郎｛札そして偶人

によりワーキング グループを作り＇ 'i？.＇民一体と

なって政策 目1：：｛策定にあたった例えば J支部I
に｜叫するグループは 15人の私的｛世間只 8人の

政I/if人只 142のコンサルタントからなっており

その中にはマサチューセ yツ工科大やプリンスト

ン ハーヴァード大の教授やプランダイス大竿の

同j学公 ブリゲニカ百平｜ィJi典と凶立教育テレビの

Rなど徐々な人1::1からなっており。氏IHJ の珂！＂＇~人

が多数｛ZJ]Jされていたことが飼える このグルー

プは 「技術のような支援は公WJにわたるプログ

ラムが必姿だからj長期計11Tiiが必袋であること，

そして長期的な視野が必主主であるという結論をIJ'.

している口 このように！このj司は恭本的に「R

JUJのIUJlilJJ.I長IUJ(Iりな干llli"jを持った政策を志向

していたが，一方で途I医Ii土工＂止な発展を求めて

いるというジレンマもあった

そして，この同のn'LiL；はI 以前よ IJI主H捺的な救

'Fiの担,j（~l！を行っていた llE にとっても郎報であっ

た llEの 1961年年｛jレポートでは。今までの

政権はリ yブサービス続度の！Ji.しか教育外交を行

わなかった古久クームズのWd壬したようなポス↑

ができ. AIDのような政府機関も資金綬WJをもt
~jjf均に行うようになったことをi!l,:ばしいとし，政

府と協力してより効本的なプログラムをソミ絡した

いと述べているりl

このように，教育・文化問は 政府機関だけで

なく， Iii：；々 な個人やi時l孔私的機｜則と協力し。談

愉しながら政策目標を設定し 「長JUJのj羽i::JJに

わたる「長期的なf見!l!J'Jを持った;ii・IBITを。ラテ
ン アメリカやアジア。そしてアフリカにX>tして

実行しようとしていた またそれはI!!tにそう

いった市民VJを実行していた IIEなどの私的機関に

も欽迎され。 'ijミllh＼に協力しながら教育外交をつと焔

していった 次市ではi .y~ ｛；本[l'.j に 77 リカ諸問に

おjしてアメリカはどのような教育外交をどのよう

な芯｜ま｜のもとに行っていたのかを見ていく

3. ケネディ政機の対

アフリカ教育外交政策とその意図

本市では？ケネデイ政権の教育外交の政策と芯：

阪をI 公立：；！：＇やアフリカの教育に関与した総閃

!IEとロックフエラーl時間のif二とくレポートを附い

て具体的に読みi'J'fく まずケネデイ政権の発足

直後にj;'/,/I＼された AIDの政策提案レポートより！

どのような数存外交の形態が求められていたのか

を揃認する その後，実際の救rr外交政策につい
て白「アフリプJi諮問に対する働きかけ」と「惚乙Jζ

生の受け入れjという対外，対｜人j政策阿方の視点

から見ていく こうして ケネディ政怖の教育を

Illいた外交が 人的資源の｜；日発というljiなる発展

のためのJl::t互に惚まらず。アメリカへの翌日併を促

進するための広報外交にf'IJJ!jすることを政的がI何

らかに認識し 政策を災行していたことを明らか

にする

3-l. ケネテcィ政権の教育外交の基本思想

はじめに指摘したように！ケネディは 1961年

I J'J 30日に行った…般教i'l'ilii説の中で fあらゆ
るレベルにおける救'ITへの紺1t~な関心j が新たな

後UJJプログラムに求められるものであると述べ＇＂

外交における教育という要議について言及した

この発言を受け AIDは2月14日に発展途 tI"! 

に対する教育外交に附するレボートを提出した

このレポートから 政権がとのような教育外交を

することがjljj侍されていたか，具体的に耐’認して

いく

このレポートでは まず「なぜ我々は自国でも

5士官の必!jg・lt由勺三きいのに ホッテントット品；に

教えるという！日日也にll¥'.りdlまなければならないの
かjという疑問を提示している その答えとして

まず何もしなければそれらの｜翠家における教育が

自由の理念に敵対する阪々に括iられ結果的にア

メリカの崩壊に繋がるとする そして ソ述や中

国なと司東側諸陛iにおける干｜学や教育の成長とi当期
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世界の成長の鈍化を見ると。 Ji！＼~）＇でいればこのバ

ランスの傾きがいずれ政治， 1!HJ王的なソiiliの俊｛止

を招くとした このようにφ 彼らはソ述と「教育

外交」という分野において対決する2主要性を認識

していたことがわかる また！アメリカの「巡

命Jはより広がっており， Iき1J1と平等な悶家によ

るlit界秩序を実現させることとi羽述があると述べ

ていることから，彼らは教育外交を「マニフェス

ト・ディステイニー」的＇ （丘i珪的なものとして従
えていたようにも考えられる 対ソ迎の視角から

のみで教育外交は拠えられない事が読み取れよう

そして。アジアや771）カ！ラテン アメリカ

などの発展途l二｜誌では「人t:IJJが主な未開発の資

淑であってその＼／：i'i:Cが増しており これらの図の

経済発展には政行して教育の発肢が悦けれはお成功

しえないという認識を示しこの分野に投資を行

う •Jf.でユ統消発j民に IJI! え。政治的安定も迷成できる

と彼らは唱えた また．これらの新興[JiJにはま）（j守

の「ツ＇i'1'1」が存在しており，；旨i話者？のみならず！司

氏もその定l~I を）］！＼めてほしいと望んでいるがl そ

れを，，jf；地場Itめるのかという疑！時を投げかけている

そして，それをMilめることで．自由のft｛ト物がと

のようなものかを理解できる去に教育を受けた人

間iは自Iiiを選ぶであろうと述べるなど彼らは絞
済発展に切まらずl 政治。イデオロギー的な;t);1味

でも教育外交の：む識を考えていた

次に！具体的な政策提案について見ていこう

14JJ'l沼が挙げられたこの総集は教員の養成や

学校，民lli'f:i自！奨学金プログラム設立など「教育

の基礎建設J，交換惚学プログラムや英話教育！
「市民と市民プログラムJ(people-to-people pro-

gram）など「日正存のプログラム。政策の拡大J,

そして「資金援ilJJJの三つに分JJiできる そして，

これらの拠梁を実行するためにI 政府機関のみな

らずカーネギーや7ォード！甘問。 IIEなどの私的

機関 χ学I 企業が政li;fの指導の下で協力するこ

とを求めている

そして，これらのプログラムは。「聞かれた教

育のための機会jという名前の通り．途上国の国

民に対し「学ぶ機会Jを与えるb}iを非常に重姿視
していた そのことは l'Zlill'館の建設の提案の中

でアンドリュー カーネギ (1835-1919）の発

言干ベンジャミン フランクリン（17051790) 

の7イラデル7イアにおける移動図書館の懲役を

例に挙げたことからもわかる 彼らは 悶沓：館を

主主て，特権階級だけでなく一般大衆に対し広くllil

lli'を公開することで 政治的自性！と情報の自由を

繋げ，またアメリカとその｜主i々を自由世界の｜問じ

一民として認識させることができると考えていた

また，彼らカミこれらのプログラムによってfrら

れた学校やl'Zl¥'Jnι 研究室。奨学金といった「成

長のシンボルJとともに学びを深めることで ア
メリカを「全ての途上国の人々の夢と理想Jと問
主主の物と捉えさせることも。併せてこれらのプロ

グラムを実行する!J：ド主であると述べている＂＇

このように。この政権発足すぐに AIDによっ

て作成された教育外交に対する提案脅からはl 政

府によって統率された様々な機関が共同して多総

なプログラムを実行し途上i主｜の人たちに教育の機

会を与える￥!1.Tf外交を通しソ述に後れを取らず

途上馬｜の救行という？と隙をJ虫め自filtlt界への理解

を促進すること。経済1 政治的安定を述成するこ

と 自由というイデオロギーを理解してもらうこ

と そしてアメリカそのもののイメージを改捺す

ることなど単なる援助の観点にWIまらない広報

'I ＞交的なJJJI:よ！~を求めようとしていたことを読みJ[!(

ることができる 彼らは教育を過しアメリカの

イメージを改替するという教育外交の広報外交的

な嬰紫も認織していたという引ができるだろう

そして， 1961年 5月15日から 25Elにかけて，

アジスアベパで77リカの教育発展に関する会議

が，初めて77リカの全地域（独立していない地

域も含め）の参加のもと＇ 77リカの教育ニース

を見秘めてプログラムを作るという l'I的で行われ。

アメリカからは，クームズや平和部隊， USIA. 

l主i務省技術協力向など！教育外交に｜期わる機関の

代表者ーが参｝!11した ケネデイは初日に！人的資源

の開発がill姿であり，それを行わなければ段々の

i時代の問題に対する基本的な解決策さえ児つけら

れないだろうというメッセージを送り I アフリカ

の教育問題への関心をアフリプJ諸国へ直接伝えた

AIDが示した提築を！ケネデイは実際に77リ

カar;闘に対して提示したのだ
ではI ケネデイ政権は実際にどのような教育外
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交を実行したのか ここからは！実際に行われた

政策のうち， 77リカ満開に対する働きかけ。そ

して77＇）カから来たf'll学生の受け入れ政策。双

方の視点、から見ていく＂＂

3-2. アフリカ諸国に対する教育体制構築援助

とその意義

1961ii'9“10 ）＇］にかけて？｜羽 J古'/il77＇）力向局
長G メネン ウイ ＇）アムス（191卜1988）が三

！立日のアフリカ！旦訪を行い。、出世；泌を拠出した

彼は ソ述がマリやニジエールなどのi到に対して

数百サト交をj[!jしたi:i:透を行っている1見状を自の当

たりにし 援助プログラムにおける教育＇！！！~.；の俊

先！主を上げるべきだと述べ 具体的なプログラム

を拠策した まず彼ら77リカ局がどのような

プログラムを実行すべきだと考えていたのか 見

てみよう

まず？彼はプロノミプfンダとは ~） lJ /i離さjLたJf;で

の英話教育を AIDによってアフリカの学校で行

わせることを考えた 次に ミシガン州1工大学の

支援の Fで米ナイジェワ 7；乙学が設立されたよう

に。アメリカの大学がJu似Jを行う形でサハラ以前
アフリカの希認するj誌において大学ii；設を行うよ

う検討する必要があると述べている また，火ちこ

に奈るまでの •l•t＇｝教育。 または戦主ーや災業訓斜『学

校などがjE倒的に不足しており，そこで教える~k

Hのl'f成も含めたJ,i;ri:I!紋脊のサポートを行うべき

だと述べた そして。そのような援助はア7＇）力

が求める形で行われるべきだという念事I'しがされ

てし、る＇＂

また。彼は 62if. 4-5月にも T7 ＇！カ諸国Iii¥'訪

を行い， tfU!;-;1；を1£11＼している 彼は引きがじき経

済， 11:会的発展の援助を重視しつつ， 77リカで

現地の教育！そして規学双方に関心が尚まってい

るとしI 将来のリーダーになる治者たちに対して

惚学にとどまらず，アメリカがこれらの｜刻々の発

展に対し｜均心を持っていると示せるような様々な

プログラムを考えるべきだと述べた凶

その他. J962il'3月に／I',された国務省のT7

＇） 力政策に対するガイドラインの •I•でも！アフリ

カ訪問に対し経済成長が必姿とするものに見合う

ようなマンノぐワーを脊てるためのZ士育プログラム

を ｛＇~るよう助言しそれに必姿な綬U!J を政w. 私

的1諮問が共i百jで行うことが従祭されていた＂＂ こ

のように。隠！務省内でも。初等教育からi'.'Jj等教育。

職業教育にいたる様々な形態の教育に対する支援

を，穴学や私的機関などと共同で行うというウィ

リアムスの述べたような認JM当共有されていたと
考えられる

そして。そのような認識は。政府内にととまら

ず外部の有識者ーにもi白Hl＇＜に共有されていた 大学
教綬をヰ1心としてアフリカ政策を議；｝するための

右前t者会議が 1962iド6月にウィリアムスによっ

て召集されその分科会の一つで社会教育｜問題

について討論がなされた その中で優先皮服に

まず救E'l養成プログラムの強化 次lこ •I•等教育の

強化二三学レベルで教えられる人t:llの後成 そし

てl防車iーや実務 股設などの技術トレーニング な

とのプログラムを実地すべきだとしている もと

もと この委只会の委主lたちは政JUが持っている

ような十！？報を完全に知っているわけではないとい

う欠点を持っているがゆえに！政！両方主｜とは迷う

悦J.c＂からU!J1寄をするだろうという指抗がなされて
いたが？そのような中でよ記のような政府方針と

！”lじような結論が引き出された ここから T7  

リカにおける救脊体制の椛築に対する考えは官民

ほほ共通していたと見ることができる では，実

際にどのようなプログラムが櫛築されていったの

か！具体的に見ていこう

まず， ~I地に様々なJf;i＆の救r:m を派1立するiMUJ

が！政！付機WIや私的j諮問と共同して行われた 例

え｛主 1962ii' I主には，平和制；F%＜、（PeaceCorps) 

から 1470人（うち， i107人ほとが数郎）ほどが

エチオピアI リベリアI シエラレオネ！カメル

ンなどに派J立され。そのうちエチオピアでは

5000人に対し新たな教育を受ける機会をlfi'.供し

たほか。リベリアでは数f:iliの数が3ll'iになり，シ

エラレオネで5日。／。土台．そしてカメルーンでは中

等教育のシステムが存在しなかった西部地減に

41人の部隊！'4を派巡し中等教育を行い．現地の

教育担当者からの感謝の言葉を受けている刊

次に1 1962 'I＇にま古められた「 T7 ＇）カ世話！？プ

ロジェクトJ(African Legal Project）について見
ていこう これは，アメリカに当時46倒存在し
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たロースクールやIIE，フォード！日聞が協力して

行われたプログラムであるが！若手からベテラン

まで様々な年代の法学教授を771）カにあるロー

スクールに派巡し当地で教えさせるプログラム

であり， 1963年にかけてもその活動は続けられ

た2い また＇ 1963年度にはコーネル大学やハー

ヴアードコミ学， MITなどが協力し。教育や技術

支援を行うプロジェクトが 14刊新たに作られて

いる

そして，特にアフリカの火学の援助を行ってい

たのがロックフエラー財団である 1961 年度の

口yクブエラー財団年次レポートにおいて。アフ

リカの新興独立協では悶家のニーズに合うような

初巧，中等教育の学校！そしてお等教育機関がほ

ぼイi(1：していないという認識を示したうえで！
各々の学問分野における経験をir'iかすようなJI手で

大学への後山Jを通した将来のリーダーを育成した

いと述べた また， J霊山jする学問分野も！医学や
有議，公衆衛5ミI 終業，経済学，人Jl'i学！子！：＜会干｜

q：など多岐にわたり，それらが「現地Jで教育さ
れるような強力な穴学が作られることが。将来の

リーダー育成に欠かせない嬰素であると考えてい

た このような観点から！徐々なi主lの火学に対l,

限11'1'白川や研究資材用資金の支援I 新たな学部の

品t1!'1など多様な形での支援を行っていった＂＇

その支援の様子を！二つの援要悦されていた大

学をj刊にとって兇てみよう 一つ闘は。数少ない

英：m悶の｜主lであったすイジエリアのイパダン火学：
である この穴学はイギワスの指導のもと 1948

年に創設された，＠77リカではiri；！；でかつ故大

規伎の文学であった また， 60年の独立当IIι

そのま文只の多くは外悶人で占められていたものの1

77リカ人の教員も次第に哨えてきていたこと。

隙ゴゴ記I＼程まで￥!1えられる球Utも1患っていたこと，

そして医学研究の拠点としてWl筒されていたこと

などが。このコミ学が重悦されていた原隠｜であろう

彼らはこの大学に対し 1953'I'・から継続的に支援

を行っており， 61 °1°度以降もダカーJレやレオポ

ルドヴイル（現在のキンシャサ）なと77リカの

f也大学との交流プログラムや771）カliJf究所など

新機IVJの設立。教役を対象とした研究費の支給な

とのプログラムを災行していったお｝

次に取り上げるのは。 1963年6月にそれ以前

から存在していたケニアのロイヤル カレッジl

タンガニーカのユニハーシティ カレッジ。ウガ

ンダのマケレレ六学：を統合してできた東77＇）力

大学（1970年に再び分裂）である彼らはそ

れぞれの六学の強みを活かしつつ教員や教義教育

などをシェアするなどして！アフリ力会ニヒで不）~

していた地方役人なと号のマンパワーを創出する新

たな試みとしてこの三六学の統合を拠えていた

そしてI マケレレ：こ学には小中学校への古・Sj＂教師

派巡のための教育学部創設の援助I ユニ川ーシ

ティ・カレッジには法学研究の環境整備，ロイヤ

ル カレッジには工学や悠築なと守への援助を行っ

ている このように1 ロックフエラー財団はコ己学

への支緩をI 当地のマンパワー育成文後とその後

の経済！社会発！昆のjι盤強制；jのために行ってい
たw

このように。 77リカ現地での活動は！政府と

私的機関が協力して行った初等教育から高等教育

に？1；るtY＜々な段階における教育制度の整時iの補助。

研究体制の確立などが王なものであったことが読

み取れる そして。この活動は，経済成長のボト

ルネックとみなされていた「中等以上の教育を受

けた人l/IJが少ない」という現状を長期的に改善し

ていくものであり，将来の;j,j'.済発展を導くことに

丞きを18'.＜活動であったことがわかる しかし

アメリカの活動が感謝されたことが報告されてい

るように。これらの活動は一方でアフリカにおけ

るアメリカのイメージ改善もX'.i:l'RIして行われたこ

とが読み1111.れる では， 7メリカ国内で行われた

留学生の受け入れ政策を！アメリカ政府はどのよ

うなX'.i:l'RIで実行していったのだろうか

3-3. ケネディ政権の留学生受け入れ政策とそ

の広報外交性

ケネデイ政権初年度である 1961＇＂に笑行され

た留学生受け入れプログラムのχ枠はI 同年 10

月に｜到家安全保l？~j担当大統領特別補佐官1 マク

ジョージパンデイ（1919-1996）に対して提出

されたレポートにまとめられている まず！

1960-61 年度にアフリカから六学に留学したのは

1.823人（前年度比56%増）であり，それぞれが
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500ほとぞの各地の大学で学んでいたことが述べら

れ彼らが将来のアフリカ路復lを背負って去っ
リーダーになることカミH!Wt-されていた また。 f皮

らのうち 1307人はアメリカ以外の障lゃ私的機関

からの奨学金。または私授で切さ詳しているなと，

そのきっかけも打、々であった州

しかし＇ 6¥ i[oのuから秋にかけ！国務省はア
フリカから来たWI’子生たちが様々な官境を味わっ

ていることを日目J注し始めた ま’F タームズは 6
月のレポートで 77  1）カ入学＇＂ーたち。とくに隠 i

務省のサポートを受けていない人たちのf[j政状況

が本間政府のl!J政状況の！!Ji，さなどの理lltltでw，わ
しくないことを報告している そして。 mI'liJ?iは

それらの学生に対しても災任を持たないといけな

いことをョ一31~ しつつI 早急に足りない官iの見続も

りと緊急の予tH首位を；Jとめているお1

次に大きなIiiJI滋として挙げられていたのが 7 
7 1）カ人官学生の生活に対する徐々なサポートの

欠如である アメリカ！主II人iにおいて，アフリカ人

間学生の生活をサポートしているのは王に私的な

j剣山（llEなど）やボランテイアグループなどで

あったがそれらの活動は全く別殺されたもので

はなく nも散も不十分であり 学生たちが苦し
い思いをしていると述べ政府がイニシアチブを

とって使’白を認｜らなければならないと述べた そ

して 留学生の世陪に閲する↑i'l似を与えるほか

金銭的な1111Jillのある学生にt-JL夏季のパートタイ

ム労働をあっせんすること 大学に対してと＇l':ltが

必嬰とする判別なアカデミツク・プログラムへの

財政的支媛を行うなとをχ統領にJN:O:住するように

iJJめている，，

その他にも，ます「ケニア ウガン夕刊 タンブf

ニーカなとFのとr＇＇＇＇がJRり伐されているという報告
がなされよのような問題が起こらないように i

分に私的機IMJと迷携をとったうえで学生を llEと

共同で選抜することを悦案した また！ポルトガ

ル鋭77 1）カからの避雄氏がスイスやフランスに

やってきている状況を見てl 現地で避部氏を選抜

しアメリカにiiliれてきて教育を受けさせ。後にポ

ルトガル領におけるリ ダーとして活動させるよ

うなプログラムをペンシルウ守エニア州のリンカー

ンコぷ世に「アフリカ学立5センターjを；設隠して行

うように述べるなどI 多様な提案を行ったお

そして，これらのタームズらによる挺築の内容

は！ケネデイも同級に援要であるという認誌を示

していた ？庄は寺長にホワイトハウスにアフリカ入

学生をJ?Wt-L. ;;,r；したことに；与びを・rtえたとし
秋にもそのような機会があることを恕み エリー

ト悶だけにとどまらないより11；い一段慢の学生の

誘t士を図り，アメリカで会JI上界の学生によるミー
テイングなとを行いたいという希裂を述べ。記、！｝）！

なサポートを行うな思を示した初l

そして それらに対応する政策が次々に実行さ

れていった まずi 金銭的なllll組に！却して。政府

の犯学会を受けていない＂i'='I＇.たち（全体の 3分の

2uuに対しでも 孜前や！!i聞が私的機関をj[l)
して刊＇ti余縫D!Jを行った また。京ア7＇）カから
来た学，，，ーたちに対し 107）ドルを支給するプログ

ラムを実施したほか すでにアメリカに来ていて

将来有訟な学生の一部に対し 200ドルから 600ド

ルほとの支給を行ったり 生活j~に附りかつ又季

のltにありつけないアフリカ入学生l向けに平均

50ドルほどの支給を行うなどした

また留学生たちの生活改＇ i[tに対しては llE

を筆頭にさまざまな私的機関が主体となって活動

を行っていた ここでは llEを例に添げて見てみ

よう まず！日Eはそれまで出していた雑誌のタ

イトルを j海外.！ (Overse帆）に改め。アメリカ

官j学に対する基礎的な情報を引きがしき官II勺，，，，，にM

示したり，さきほど述べたような資金援助を行っ

たり 変則に械をあっせんするなどしかっ係々

な企業におjして次年度に殺を通じた技術の獲得な

と余を行わせるため。そして経｛芹的に支援寸るため

に惚学生を受け入れるように斐請している＂＇

また！アメリカに来てからこのようなjly北＇11こ竿

生を陥らせないような体制jづくりも行われ始めた

が。そのHi；子をケニアの学生の｛刊をとって見てみ
よう 61 ,,, 9 l'J l ケニ7i!!IJから 230人ほどの学

生の官学生の受け入れを求められた際．ケネデイ

はロストウに止すしクームズに・m拾をし. 111<らをア
メリカの評判jの良し、大学に人れられるか， W:訴す

る＇i't余はあるのかなどを尋ねるようj旨示した そ
れに対してクームズは，私的機関や771）カの救

脊関係者。英国植民間などからの徐々なサポート
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を受けた 130人の東77リカからの学生を受け入

れるというプログラムの言J''i'IJは良いということを

述べ，このような受け入れ成功のカギとして「学

生をよく選抜Jすること 1 「適切な学校jに入れ
「卜分な資金Jを与えられるようなプランニング
を行うことが笠姿だという認識を示している釦

そして， IIEによって作られた刊j報クワアリング

ハウス (InformationClearing House）古当アフリカ

の留学生に対しどこで何が学べるかという情報を

t世供したほか， 1962年にナイロピに員没被された

l!Eのオフィスにおいて！現地の関係者と協力し

て学生の選抜が行われた＂＇

そしてφ このような活動は 1962年度以降もっ

つけられた例えば＇ 1962年度には関務省

フォードI ヴィクトリア各財聞なとからの融資に

より！IEは244,0口3ドルを 639人（うち。 IIEが

値段支：J遣しているのは 134人）の学生に対し支給
したほか， l!Eによって !000人以上の学＇ I：に対

し行われた聞き取り捌交に恭づき，医療のt ＇~i!tや

教育・丈化局の文j立による夏季の就業機会の拠供！

日［内や協力に応じた適切な学校への転校など。

様々な生活や学誌をに対する活動を行った州

では，これらの官学生に対する一連のサポート

活動はなぜ行われたのだろうか悶務省内では！

先ほども述べたとおり，これからのアフリカなと

新興闘との関係は将来のリーダーの我々に対する

見方にかかっているという認識があり，そして将

来のリーダーの役割を担う人材に留学生たちがな

ると考えていた しかしl もl..1皮らカミアメリカで
不巡な生活を強いられれば！彼らはアメリカに対

し幻滅l, もしくは背々しい気持ーちを抱いたまま

m1主lに帰ることになるだろう それは強かの板み

であり 彼らをアメリカの敵に変える以外の何物

でもない行為であるということを彼らは訴えてい

た知 そして！ケネデイ自身も「我々は，特に7

7リカ人とアジア人が，もはやこれ以ヒ失望した

状態でこの間を雌れるのを許すべきではないjと

述べており I このような認殺を共有していたとい

を過したアメリカのイメージ改善！広報外交性を

見てl[Rること古ミできる

そして，そのようなI決議は 1962年度に向けた

プログラムの改詩宗の中にも見て取ることができ

る また， l主l務省は。穴学やその胤りにあるコ

ミュニティが協力してアフリカ入学生にアメリカ

ン ウェイ オブライフ，そして家庭のホスピ

タリティを経験させるための計図を作成させたい

旨について述べているm その他にも．アメリカ

にやってきたアフリカ人をf主らだけで（ゲットー

という表現がなされている）住まわせるのではな

く。アメリカ人と住まわせるべきだと主張してい

る附 ここからも！官学を通してアフリカ人にア

メリカのことを理解させようとしていたことが読

み取れる

そして，このことを沿もよく去すものが先ほ

ども述べた77リ力学生センターであろう 先ほ

ども述べたように，もともとこのセンターはポル

トガル官Jアフリカからスイスや7ランスに）ill'朝Eし

ていた学保たちが学撲を続けられるようにすべき

だと大統叙が述べたのにwい，彼らに言郊の講義
やオリエンテーションを行うことで円滑に大学に

入学できるようにするために設立されたもので

あった しかし，実際にはガーナヤコンゴ，タン

ガニーカ フルンジなと矛ボルトガル領以外からも

学生が集まってきており これを見た国務省が，

アメリカが皆から「1'1rJ1を愛する者たちの聖域」

をJモ供してきたという股史認識に基づき，このセ
ンターヵ、「アメリカの自治のシンボルJになって
いると認識しこのセンターの活動をより活発イじ

させるように指示している初J

この文芸Fからも，アメリカ政府が留学という行

為を通しアメリカそのものをソ述の全体主義共

政主義的体制に対抗する「自由Jの象徴として認
識させようとしていたという事が読み取れよう

彼らは明らかに教育外交を広報宣伝の手段とし

て認識し実行していたということができる

えよう＂＇すなわち。米政府は留学生の生活を改 4. 結論と展望

事与することを通し。アメワカに対する印象を良く

することで，将来の米一77リカ関係を発展させ ここまでl ケネデイ政権の対アフリカ教育外交

ょうとしていたと考えられる ここに，留学制度 について考察してきた まず。ケネデイ邦jの救育
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外交を主導することになった国務省教育・文化局

の理念と政策の志、向を 以1)ljから教育にIMJわりを

持っていたタームスの精i:H!J!JIJと共に確認した

この間は 統括的なコンセブトがJgr，い現状を又rい

れ；々 な私的tilt閃財閃なとと協力l.WUJ(10な：H
明から政策を策定し 実行しようとしていた

次に，実際にケネディ政権がとった対771）カ

教育9トうどを！ アフリカJJ！地における字文官1￥出j設立

の綬UJJとアメリカへのWI平生誘致という二つの側

Tiiiから分析した その結果l まず欽i'f外交が隠｜務

省， USIAだけでなく !IEや口 yタフエラーl!J

1司といった店、（10！組問によってもmわれていたこと
を示した 次に現地での活動と米倒的での活動，

御方にマンパワーを育成することによる77リカ

諸問の発展文111という援助の仰ljjTijが合まれている
一方！国内に受け入れた官＇／q:l¥cの生活環境の銭備

やアメリカ人との交流促進などを述しアメリカに

対する J!l[fff. そして好認をj~，：ってもらおうとする

11;¥11外交的な立i型が政府内に明確に1'rii：していた
こと I すなわちケネデイ政行＼［が教育外交を11；骨i外

交の一環として災行していたことを示すことがで

きた

また，アフリカ人間学生の受け入れをI甘やす政

策は。 77リカ人におjするアメリカの法解を促進

するだけにとどまらず， i主l内的な怒川、をも合平jし

ていたとも考えられる クームズはI アメリカに

やってきた771）カ人税学当がいし寸1巡を’立けら
れなかったのは？当時はまだ公民権法が制定され

ておらず有色人組が完会なilif己絡を持ていなかっ

たため 7 71）カ人税学生が二等的な扱いしか受

けられなかったことが版凶の一つだと新聞で述べ

た相l このことから。彼は切手f伎の！問題とi主111，の

公民権｜日JI起を結びつけて拠えていたと考えられる
また この発言tを勘案すると 先ほとP述べたアフ

リカ人をゲットーに押し込むのではなくアメリカ

人とともにl¥:活させるほうがよいとした報告から

は 77  ＇）力人にアメリカの生活を耳目解してもら

うのとは述う立味がt手かび上がってくる すなわ

ち政府は。 771）力人をアメリカ人の近くで生活

させることによって アメワカ人の出入に対する

イメージを変えようとしていたのではないだろう

か アフリカからの旬学生は IIEのJj)地オフィ

スなどを通し厳しく )'ill持された向い教養とi走れた
素質を拘った人々であり。県人を劣った人fll［と見

がちであった当時のアメワカの l~I 人の芯j龍を変え

る役訓を来たすことがJUI侍されたのかもしれない

ff!I時点では扱iJ!lj を IL＼ないものの，これをリ~f.iEする

ことを通し、公E己1/tlilliill車にj吊れたi主｜ド守にX:Jする対
アフリカ救脊外交の；＼；！；

今後のi北！箆としたい
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Graduate School ol Human and Environmental Studies, 

K；勺toUniversity, Kyoto f06司 8501Japan 

Summaり• This thesis focuses on John F. Kennedy's白publicdiplomacy', which aims at grasping foreign 

perceptions of the United Slntcs through e11¥turnl, att and educotional exchange programs. By focusing on 

this, the aut¥101" of this thesis examines how the Kennedy administration al¥empted to integrate Afriean 

cc1nt1nes mto the Western Bloc th1c11gh p11b¥ic dtplonwcy, winch were commg to p1ommencc on the 

internatiαml political singe and also al¥racting the al¥ention of the Soviet Union. The author examines this 

through＇αJucational diplomacy', which involves the acceptance of foreign students assistance in establishing 

eduD"ttonal systems and soα1 

ln the Kennedy era‘not only government agencies like Bill℃au of Educational and Cultural Affai1・s but 

V<l¥'lOUS 1101トgovernment01gan1zat1ons were involved m cduC"ttonal diplomacy The Kennedy a<lmi111strat1on 

tho11ght of educational diplo1m cy net only as a form of fo印ignaid but 1t!so as a way to improve the image of 

America held by Africm1 students who would eventually become the leadern of thei1・ countries、andby ming 
so this administrntic 1 took a long-term strategy of integrating A白icancountries into the、NcsternBloc. 
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